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出
力
変
動
を
緩
和

手支補rで
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挑戦一

レ
ド
ッ
乞
ス
フ
ロ
ー
電
池

ま
っ
て
い
る
。
中
で
も
、

出
力
と
蓄
電
容
量
を
独
立

し
て
柔
軟
に
設
酎
で
き
、

大
型
化
し
や
す
い
レ
ド
ッ

ク
ス
フ
ロ
ー
電
池
へ
の
期
の
名
が
付
い
た
。
し
か
ジ
ウ
ム
(
I

r

)

錯
体
触
に
用
い
、
負
極
側
に
イ
リ
酸
塩
へ
と
還
＿元
さ
れ
、
正

一

待
が
大
き
い
。

し
、
レ
ド
ッ
ク
ス
フ
ロ
ー
媒
を
用
い
て
二
酸
化
炭
素
ジ
ウ
ム
錯
体
触
媒
を
加
え
極
で
マ
ン
ガ
ン
が
2
価
か
i

レ
ド
ッ
ク
ス
フ
ロ
ー
電
電池
は
活
物
質
が
可
逆
的
(C
0

2
)を
活
物
質
化
る
こ
と
で
充放
電
が
可
能
ら
3

価
へ
と
酸
化
さ
れ
~

池
は
電
気
を
た
め
る
物
質
に
酸
化
還
元
す
る
金
属
イ
し
た
。
二
酸
化
炭
素
と
ギ
な
レ
ド
ッ
ク
ス
フ
ロ
ー
電
る
。
放
電
時
に
は
、
負
極
i

（活
物
質
）
を
含
ん
だ
電
オ
ン
や
有
機
分
子
に
限
定
談
塩
の
酸
化
還
＿元
反
応
の
池
を
構
築
し
た
。

で
イ
リ
ジ
ウ
ム
錯
体
触
媒
一

解
液
を
循
環
さ
せ
て
、
活
さ
れ
る
こ
と
や
電
解
液
コ
組
み
合
わ
せ
を
負
極
、

マ

充

電
時
に
は
、
負
極
で
を
介
し
て
ギ
酸
塩
が
二
駿
一

物
質
の
酸
化
還
＿
R
反
応
に

ス
ト
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度

ン
ガ
ン
(
M

n

)

イ
オ
ン
イ
リ
ジ
ウ
ム
錯
体
触
媒
を
化
炭
素
へ
と
酸
化
さ
れ
、
i

よ
っ
て
ヂ
成
電
す
る
仕
組
に
課
題
が
あ
っ
た
。
の
酸
化
還
元
反
応
を
正
極
介
し
て
二
酸
化
炭
素
が
ギ
正
極
で
マ
ン
ガ
ン
が
3
価
一

み
を
持
つ
。
活
物
質
の

還

か

ら

2
価
へ
と
還
＿元
さ
れ
一

触
媒
技
術
を
利
用

元

(
r
e
d
u
c
t
i
o

る
。
イ
リ
ジ
ウ
ム
錯
体
触
i

n
)と
酸
化
(O
X

i
d

産
業
技
術
総
合
研
究
所
媒
の
電

子
状
態
を
解
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す
炉
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•

a
t
i
o
n
)
、
そ
し
て

（産

総

研

）

は

、

触

媒

技

る

と

、

特

定

の

高

酸

化

状

質

化

し

、

レ

ド

ッ

ク

ス

フ

れ

る

。

太
陽
光
や
風
力
な
ど
気
電
解
液
の
循
環
（
f
l
o
術

を

用

い

れ

ば

従

来

利

用

態

で

二

酸

化

炭

素

と

ギ

酸

ロ

ー

電

池

に

適

用

で

き

る

今

後

は

材

料

開

発

を

進

象
条
件
の
影
響
を
受
け
る

w

)

を
剌
用
す
る
た
め
レ
で
き
な
か
っ
た

駿

化

や

還

塩

の

駿

化

還

＿元
を
促
進
す
こ
と
を
実
証
し
た
。
こ
の
め
つ
つ
、
再
生
可
能
エ
ネ

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

ド

ッ

ク

ス

フ

ロ

ー

電

池

元

が

困

難

な

材

料

で

も

活

る

こ

と

が

分

か

っ

た

。

成

果
は
、
レ
ド
ッ
ク
ス
フ
ル
ギ
ー
の
発
電
量
の
変
動

は
、
発
電
量
が
変
動
し
や

(R
e
d
o
x
F
l
o
物

質

化

で

き

る

と

着

想

し

ロ

ー

電

池

の

高

性

能

化

や

緩

和

と
効
率
的
な
利
用
の

大
型
化
目
指
す

す
い
。
そ
の
た
め
、
余
剰

W
B
a
t
t
e
r
y
)
た
。
具
体
的
に
は

、

イ

リ

低

コ

ス

ト

化

だ

け

で

な

た

め

の

大

型

蓄

電

池

の

実

電

力

を

蓄

え

て

発

電

量

の

同

研

究

で

は
、
こ
れ
ま
く
、

二
駿
化
炭
素
の
再
生
用
化
に
向
け
て
技
術
開
発

変

動

を

緩

和

す

る

大

型

蓄

で

利

用

困

難

だ

っ

た

物

質

利

用

に

も

つ

な

が

る

新

し

を

進

め

て

い

く

。

電
シ
ス
テ

ム

の

需

要

が

高

を

触

媒

利

用

に

よ

り

活

物

い
技
術
と
し
て
も
期
待

さ

（

木
曜
日
に
掲
載
）
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開発した新規レドックスフロー電池の模式図

竺負極側の反応 CO汁 w+2e-<・--.HCOが
放電（ギ酸塩）

負極側の反応でイリジウム錯体触媒が関与

ョ2Mn殿．．＿． 2Mn3++2e-
放電

正極側の反応

一酸
化
炭
索
で
蓄
霜
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